
T&C防食－塩害用－は2種類の含浸材をコンクリート表面に塗布

することで、劣化因子の侵入を効果的に抑制し、特に塩害抵抗性

を飛躍的に高めた技術です。海洋環境における施工性も向上させ

ました。

NETIS登録番号

HKK-110001-A



商品概要
『T&C防食ʷ塩害用ʷ』は2004年5月に建設技術審査証明を取得した表面含浸工法「T&C防食」（建技審証

第0403号 NETIS登録番号：KT-090012-A）に使用していた材料の構成を改良し、特に塩化物イオンの侵入抑
制効果を高めた表面含浸材です。

一般的な含浸材は撥水性を付与するシラン系、もしくは緻密化する珪酸系の1液型のため片方の性能しか持
つ こ と が で き ま せ ん 。しかし、『T&C防食ʷ塩害用ʷ』は緻密化した上に撥水性を付与するという、シラン、珪酸
系両方の特性を併せ持つ2液ハイブリット型の含浸材です。

物質特性

材料名
下塗り材料 上塗り材料

T&C防食－塩害用－A液 T&C防食－塩害用－B液

主成分 変性珪酸ナトリウム塩 シリコーン

外観 無色透明 無色透明

性状 水性液体 溶剤性（アルコール系）液体

比重 1.10～1.20 0.80～0.90

粘度 9.0秒（ﾌｫｰﾄﾞｶｯﾌﾟ） 9.5秒（ﾌｫｰﾄﾞｶｯﾌﾟ）

ｐＨ 12.0 6.0

T&C防食－塩害用－A液

T&C防食－塩害用－B液

メカニズム

未処理

コンクリート中の毛細管空隙

を充填し、基材表層部を緻

密化します。耐摩耗性・耐水

性の向上が図られます。新

設既設問わず躯体改質効果

を得られます。

T&C防食－塩害用－A液処理後

基材コンクリート表層部に耐

久性の高い吸水防止層を形

成します。撥水性を付与し、

遮塩性を飛躍的に向上させ

ることを可能にします。

T&C防食－塩害用－B液処理後

「T&C防食」と「T&C防食-塩害用-」の違い

「T&C防食」は変性珪酸ナトリウムを主成分とする下塗り材と反応性シリコーンを主成分とする上塗り材で構

成されます。下塗り材の効果でコンクリート表層部を緻密化し、上塗り材の効果で、吸水防止層を形成する

技術です。「T&C防食」は特に 寒冷地におけるスケーリング抵抗性に 優れた材料です。

「T&C防食-塩害用-」は「T&C防食」の上塗り材である反応性シリコーンに複数のシランモノマーをブレンドし、 反

応性の異なる官能基を複数持たせました。そのため、基材コンクリートに深く浸透し、基材と強固に結合す るこ

とで耐久性のある吸水防止層を形成します。この吸水防止層は水分、および塩化物イオンの侵入抑制

に 大きく貢献することが各種試験で確認されています。「T&C防食-塩害用-」は特に港湾コンクリート構造物

等の塩害劣化抵抗性に優れた材料です。



評価項目 無塗布 T&C防食-塩害用- 説明

含浸深さ(mm) - 5.5 W/C=50%のモルタル
微小硬度計によるビッカース硬さ測定

吸水率(%) 1.16 78%
低減

0.26 7日間の吸水
JSCE-K 571

塩水浸漬(mm) 7.3 浸透
抑止

浸透なし 3%塩水の63日間浸漬
JSCE-K 571

塩水噴霧(mm) 6.7 浸透
抑止

浸透なし 5%塩水63日間噴霧
JIS Z 2371

塩化物ｲｵﾝの実効
拡散係数N（cm2/
年）

1.55 79%
低減

0.33 W/C=55%、普通セメントのコンクリート
JSCE-G 571

塩化物ｲｵﾝの実効
拡散係数BB（cm2/年
）

0.48 79%
低減

0.10 W/C=55%、BBセメントのコンクリート
JSCE-G 571

特徴

性能

T&C防食-塩害用-は、塩害対策を主目的に開発しました。
激しい塩害環境である海洋環境を想定した試験を多数実施し、優れた性能を確認しています。
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上向き塗布、横向き塗布でも性能は

ほ と ん ど 変わりません。

潮間の施工も可能です。

一般製品よりも遮塩性に優れています。

水中でも吸水抑止性能は

十分に発揮されます。
表面硬度が向上します。

未処理 上向き 横向き 下向き

塗布方向を変えた場合の吸水率試験結果
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≪以下の工事は最大限の効果が発揮できるよう、資格を持ったT&C防食工法協会会員が行います。≫

屑材料構成屒

※1 目的によっては上塗り材のみの使用も可能です。

※2 下地の表面状態によって、塗布使用量は異なります。

工程 材料名 標準使用量 塗布方法 乾燥時間

下塗り
T&C防食－塩害用－

A液 0.15kg/㎡※2 刷毛、ローラー、噴霧器
12時間以上

(最低1時間以上)

上塗り※1 T&C防食－塩害用－
B液 0.10ｋｇ/㎡※2 刷毛、ローラー、噴霧器

24時間以上
(最低2時間以上)

屑施工工程屒

※ コンクリート表面の調査の結果、下地処理が必要な場合があります。（クラック、ジャンカ等）

屑施工上の注意点屒
・基材温度・気温0℃以下、施工後3時間以内での降雨、降雪が予想される場合、施工は行わないでください。

・下塗り材（T&C防食-塩害用-A液）施工時はガラス、金属等が施工面付近にある場合はマスキングを行う

必要があります。

・上塗り材（T&C防食-塩害用-B液）施工時は、液材が広範囲に飛散する可能性があるので、広域にわたり

マスキングを行う必要があります。

・塗布材料は必要量のみを取り出し、使い切ってください。残った材料は元の缶に戻さないでください。

・塗布材料は液溜まりのないように均一に塗布してください。

・塗布材料は薄めずにそのまま使用してください。

屑保管上の注意点屒
・材料保管は屋内で行ってください。

・冬期は凍結に特に注意し、直射日光や雨の当る場所での保管は避けてください。

施工仕様

開発・製造元

株式会社 日興

〒167-0043

東京都杉並区上荻１－２４－１９

シャイン荻窪ビルB1Ｆ

TEL 03-3393-7641

FAX 03-3393-7632
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0.10kg/㎡以上塗布
0.10～0.20kg/㎡
の範囲で塗布

汚れ、付着物除去

施工面の清掃施工面の確認※

代理店 ・ CCA協会正会員

株式会社オーパス・クリエーション
〒550-0021 
大阪市西区川口３丁目９番８号
Tel：06-6586-5400   Fax：06-6586-5406
http://www.opus-ci.com/   
e-mail：custminfo@opus-ci.com


